
 

ATS2020 参加報告 

群馬大学大学院 理工学府 電子情報・数理教育プログラム 

小林研究室 博士課程一年 荻原岳 

 

1. 学会名 

The 29th IEEE Asian Test Symposium (ATS2020) 

https://ieeemy.org/ats2020/ 

 

2. 開催期間 

2020 年 11 月 22 日 – 11 月 25 日 

 

3. 開催地 

Penang, Malaysia (マレーシア、ペナン州),  

Virtual Conference 

 

4. スケジュール 

7 月 28 日 論文提出締め切り 

9 月 11 日 採択可否通知 

10 月 1 日 カメラ・レディ原稿登録締め切り 

10 月 21 日 参加登録締め切り 

10 月 23 日 プレゼンテーションビデオ提出締め切り 

11 月 22 日 - 

11 月 25 日 

ATS2020 開催期間 

報告者発表(25 日) 

 

https://ieeemy.org/ats2020/


5. 学会について 

Asian Test Symposium(ATS)は、アジアだけでなく、世界中の国々の産業界・研究所・

大学のエンジニアや研究者が、システム、ボード、デバイステストのさまざまな側面を

提示し、議論するための国際フォーラムを提供している。ATS 2020 のテーマは、「イン

ダストリー4.0 時代における Internet-of-Things (IoT)のテスト」である。アカデミア、

設計ツールと機器のサプライヤー、回路システム設計者、およびテストエンジニアのコ

ラボレーションにより、電子回路システム設計、テスト、検証の方法論に取り組み、産

業界がインダストリー4.0 に向けて直面する課題を解決することを目指している。 

一般論文は投稿件数 80 件、採択件数 26 件で採択率は 33%であった。一般論文の他

にインダストリー4 件、スペシャル 10 件の計 40 件の論文が採択された。 

参加者は主に日本、マレーシア、台湾、中国からの参加が多い印象で、アジア諸国を

はじめアメリカやヨーロッパ諸国を含め、計 12 か国から集まった。 

 

主催団体及び共催団体一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. 発表論文 

Summing Node Test Method:   

Simultaneous Multiple AC Characteristics Testing of Multiple Operational Amplifiers 

Gaku Ogihara1, Takayuki Nakatani1, Akemi Hatta1, Keno Sato2, Takashi Ishida2            

Toshiyuki Okamoto2, Tamotsu Ichikawa2, Anna Kuwana1, Riho Aoki1, Shogo Katayama1     

Jianglin Wei1, Yujie Zhao1, Jianlong Wang1, Kazumi Hatayama1, Haruo Kobayashi1 

1Division of Electronics and Informatics, Gunma University, Japan                                                                                                      

2ROHM Semiconductor, Japan 

 

報告者の発表題目とプログラム 

7. 報告・感想 

報告者は 11 月 25 日 10:00-10:30(Malaysia, GMT+8)の日程で発表を行った。参加者

には、事前に発表内容を 20 分から 25 分以内にまとめたプレゼンテーションビデオの提

出が求められ、当日の発表のタイミングで参加者に上映する形式が採られた。プレゼン

テーション終了後に Web 会議ツール「Webex」を用いた質疑・応答の時間が 5 分設け

られた。 

質疑・応答にて 3 件の質問が寄せられたが、質問者の疑問を解消できるような回答が

できなかったことが非常に残念な点であった。質問に対して無理にライブで返答しよう

とせず、改めてメールやチャット等で質問をいただき、後日回答するなどの対策をとる

ことで質問者に誠実に向き合うことができたのではないかと思う。これを要改善事項と

し、今後他言語によるコミュニケーション能力の向上に努めたいと思う。 

プレゼンテーションビデオの作成には、Microsoft Office「PowerPoint」の音声追加機

能とビデオ作成機能、Web 会議ツール「Zoom」のレコーディング機能を使用した。

PowerPoint を用いて本スライドに声を充て、Zoom では冒頭挨拶、末尾挨拶を撮影し



た。撮影したビデオを繋ぎ合わせる作業を桑名先生に依頼したところ、非常にきれいに

纏めていただき感謝の念に堪えません。 

 

 

発表資料 

 

 

発表の様子 

 

 

 

 

 



8. 謝辞 

今回の学会参加にあたり、多大なるご支援を賜りました公益財団法人 情報科学国際交

流財団様に心より感謝申し上げます。 

また、学会への参加・発表の機会をいただきました小林春夫先生、桑名杏奈先生、並びに

研究指導いただいている協力研究員の中谷先生、畠山先生、投稿原稿に関してご助言を賜り

ましたローム株式会社 佐藤様、石田様、岡本様、市川様、そして学会参加のサポートをし

ていただいた研究室の皆様に感謝を申し上げます。 

最後に ATS2020 の運営を支えてくださったすべての方々に深く感謝申し上げます。 

 



 

 

ISOCC2020 参加報告書 

 

群馬大学大学院 理工学府 理工学専攻 

電子情報・数理教育プログラム 

小林研究室 修士２年 阿部優大 

 参加学会 

ISOCC2020 17th International SoC Design Conference 

https://www.isocc.org/modules/doc/index.php?doc=intro 

 

 

 開催場所 

Sono Calm Yeosu Hotel（韓国 麗水） 

麗水市(「韓国のヴェネツィア」と呼ばれる)は、特に夜に国内で最も美しい港町の１

つである。麗水市は麗水半島にあり人口は 30 万人である。市域には 317 もの島があ

る。麗水市は韓国の南海岸中央に位置し、海風と温かい流れにより夏は涼しく冬は暖

https://www.isocc.org/modules/doc/index.php?doc=intro


かい気候である。海洋性気候により比較的春と秋が長いのが特徴である。今回はリモ

ートでの参加であったが実際に行ってみたかった。。。 

 

 

 開催期間 

2020 年 10 月 21 日(水)～24(日) 

 

 学会情報 

ISOCC は学業会や産業界の世界的な研究者に最高の SoC 設計フォーラムを提供する

年次会議として長い伝統がある。ISOCC では、半導体システムオンチップの分野の最

新のイノベーションとトレンドを紹介し続けている。 

110 件の口頭発表、64 件のポスター発表が行われた。採択率は 69.41%であった。 

 



 学会参加報告 

筆者の発表テーマは”Low Power Loss IGBT Driver Circuit Using Current Drive”（電

流駆動を用いた低消費電力 IGBT ドライバ回路）である。3 日目の「Analog Circuits 

1」のセッションにて発表を行った。このセッションでは 4 件の発表のうち 3 件が小

林研究室の学生による発表であった。今回は COVID-19 の影響によりリモートによる

参加であったため、国外の参加者は事前に発表の様子を録画したものをその場で流す

という発表形式であった。実際にその場で発表するのとは違い緊張がなく発表を終え

たように感じた。学会期間中は Whova というアプリを利用した。Whova では見たい

発表を登録しリマインドしてくれるだけでなく、アプリ上での質疑応答や、特定のコ

ミュニティーが作成可能で誰でも自由に参加することが出来る。リモートでの学会参

加も今後増え、より快適なものになっていくだろうと感じた。 

 

 謝辞 

今回学会に参加し発表の機会を頂きました小林春夫先生、参加にあたり様々なサポー

トをして頂いた桑名杏奈先生、原稿内容に関してご指導頂きました松田順一先生、 

岩渕昭夫様に感謝申し上げます。 

 



ISOCC 2020 (17th International SoC Conference) 参加報告書 

群馬大学 理工学府 電子情報・数理教育プログラム 

小林研究室 修士 1 年 山本颯馬 

１．概要 

開催期間：2020 年 10 月 21 日(水)～10 月 24 日(土) 

開催場所：韓国 麗水市 ソノ カーム ヨス（MVL ホテル ヨス） 

 

2．発表の方法 

 ISOCC は、世界中の研究者が半導体の SoC

（System on a Chip）分野についての発表や議

論をする場として、1 年に一度開催されている。 

韓国の麗水市で行われた ISOCC 2020 は、新

型ウイルス(COVID-19)の影響で参加が難しい

海外の参加者を考慮して、オンラインでも参加

が可能となった。 

 

オンラインで参加する発表者は、Zoom や

Whova アプリを使ってリアルタイムで発表する

か、事前に ISOCC に送付したプレゼンテーショ

ンビデオを現地の会場に流すかを選択できた。 

発表の様子は現地でもオンラインでも見ること

ができた。また、質問はリアルタイムでも、Whova

アプリ上のチャットでも可能である。 

  

 

発表の方法に関わらず、事前に録画したプレ

ゼンテーションビデオは発表者全員が提出する

ことになっている。このビデオは発表後にオン

デマンドで 2 週間配信されるため、発表をリア

ルタイムで見られなかった場合や、もう一度見

たい場合でも見ることができる。 

ISOCC2020 オンライン会場 (Whova WebApp) 

現地発表のオンライン配信 

プレゼンテーションビデオの配信 



3．感想 

オンラインでの学会発表は初めてだったが、通常の学会とは異なる新しい経験ができた。 

私は、事前に録画したプレゼンテーション

ビデオを ISOCC 事務局に送り、自身の発表の

時間にそのビデオを現地の会場に流すという

形で発表を行った。質疑応答はオンラインで

リアルタイムで行うため、通信環境に特に気

を配り、通信が安定した場所で行った。 

他の発表者の発表も多く聴くことができた。

自宅や研究室に居ながら聴けるというのは、

オンライン開催の大きなメリットだと感じた。 

 

 

 

 

4．謝辞  

今学会の発表のため論文・プレゼンテーションビデオ作成のご指導を頂いた小林春夫先生、

学会参加を支援して頂いた桑名杏奈先生、ISOCC2020 の開催を支えてくださった皆さまに

深く感謝を申し上げます。 

 

ISOCC 2020 現地の様子 (Whovaアプリ投稿写真より) 

ISOCC 2020 スポンサーシップ 

自身の発表の様子 



 



ISOCC2020 参加報告書 

群馬大学大学院 理工学府理工学専攻  

電子情報・数理教育プログラム  

小林研究室 博士前期課程 2 年  

八田 朱実  

 

1. 参加学会名称  

ISOCC2020 17th International SoC Conference 

 

2. 開催場所 

韓国 麗水市 ソノカーム麗水ホテル 

(Whovaを用いてWeb参加) 

 

3. 開催期間 

 2020年 10月 21日（水） ～ 2020年 10月 24日（土）  

 

4. スケジュール  

2020年 7月 24日（金）：論文提出締切 

2020年 8月 17日（月）：受理通知 

2020年 9月 4日（金）：著者登録、最終論文の提出締切 

2020年 10月 7日（水）：スライドとビデオの提出締切 

2020年 10月 23日（水）：発表 

 

5. 発表論文 

 “Study on Crest Factor Controlled Multi-Tone Signal for Analog RF Circuit Testing” 

Yukiko Shibasaki , Koji Asami , Akemi Hatta , Riho Aoki , Anna Kuwana, Haruo Kobayashi 

 

6. 報告・感想  

＜ISOCC について＞ 

ISOCC は、学術界や産業界の世界中の研究者に最高の SoC 設計フォーラムを提供する

年次会議として 長い伝統を確立している。 ISOCC は、創設以来、半導体システムオン

チップ分野の最新のイノベーショ ンとトレンドを紹介し続けており、学界、産業界、研

究所の世界中の研究者が積極的に参加している。 ISOCC 2020 は、アナログおよびデジタ

ル回路とシステムの設計、理論、シミュレーション、モデリング、実 験の実装と経験、

およびチップオンチップシステムの新技術における新しい高度な概念と開発を示す、 半

導体回路およびシステムの分野の技術論文が集まる。 



新型コロナウイルスの影響で、学会用のアプリWhova を用いたオンラインでの参加とな

った。 

 

＜発表について＞  

2020年 10月 23日（金）14 : 15 ~ 14 : 30 (12 min talk +3min Q&A（予定だった)） 

 

柴崎さんの研究内容だったこともあり、私自身内容を完璧に理解しきれていないところが

あったため、スライドを作り始めて初めて聞く言葉や内容を誤認しているものもあり、ス

ライド作成がなかなかに大変だった。しかしながら、この論文を発表させていただくこと

で新たな知識を増やすことができたと思う。 

また、オンラインでの発表ということもあり、発表形式や雰囲気がよくわからないままの

参加当日を迎えた。事前にビデオを作成するというのも初めてで、ビデオの作成になかな

か苦戦した。学会開催日の 10日ほど前に、オンラインでリアルタイムに発表するか事前

に録画しておいたビデオを流すかを選択してほしいとのメールが来た。私はビデオでの発

表を選択し、発表当日は事前に録画していたビデオを運営の人に流して頂いた。メールで

は Q&Aには参加してほしいといった趣旨のことが書かれていたが、当日ビデオが終わる

と次の発表者にすぐ切り替えられ Q&Aはなかった。学会当日緊張していたため Q&Aも

なく再生されるビデオを見ているだけだったので少し拍子抜けしたが、何はともあれ無事

に学会を終えることができて大変安心している。 

 

7. 謝辞 

今回の学会に参加させていただいたことで貴重な経験を積むことが出来ました。 今回

このような発表の機会を用意して頂いた小林春夫先生、桑名杏奈先生、研究指導して頂

いた客員教授 浅見幸司先生、研究室先輩の柴崎有祈子さん、学会参加のサポートをし

ていただいた研究室の皆様に感謝申し上げます。 

 



6th Taiwan and Japan Conference on Circuits and Systems 

(Virtual TJCAS 2020) 参加報告書 

群馬大学 理工学府 電子情報・数理教育プログラム 

小林研究室 修士 1 年 山本颯馬 

１．概要 

開催期間：2020 年 11 月 7 日(土) 

開催場所：Zoom 上でのオンライン開催  

 

2．参加の経緯 

 TJCAS は、主に日本と台湾の研究者が

回路とシステムに関連する最新の結果に

ついての発表や意見交換をするための場

として、1 年に一度開催されている。 

昨年の TJCAS は栃木県の日光で開催

され、日本、台湾を中心とした海外から

合計 180 人前後が参加し、3 件のキーノ

ート・スピーチと 129 件のポスター発表

が行われ、活発な議論・交流が行われた。

TJCAS 2019 では私自身もポスター発表

を行い、貴重な経験になったと感じた。 

 

TJCAS 2020 は今年の 8 月に台湾

の桃園で開催される予定であった。

しかし、今年の春先は新型コロナウ

イルスの影響で様々な学会が中止に

なっている状況であり、TJCAS 2020

の開催も危ぶまれていた。そして 

５月下旬、TJCAS 2020 のホームペー

ジ上において、台湾での TJCAS 2020

の開催が１年延期されることが発表

された。そのため私は、今年の TJCAS

は行われないと思っていた。 TJCAS 2020 ホームページ 

TJCAS 2019 (栃木県 日光東照宮 客殿にて) 



しかし 10 月下旬、徳島大学の先生から

研究室宛にメールが届き、11 月 7 日(土)

にオンライン上で Virtual TJCAS 2020 が

開催されることが知らされた。論文提出は

不要で、事前に作成したプレゼンテーショ

ンスライドを用いてオンライン上(Zoom)

で研究を発表するという形式であった。

10月23日に 別の国際会議(ISOCC 2020)

において学会発表を行った直後であった

が、小林研究室からは私を含めて 4 人が 

参加した。 

 

3．発表の詳細 

 

１人あたりの発表時間： 

合計１０分(プレゼンテーション８分、質疑応答２分) 

Virtual TJCAS 2020 参加者数 (Opening Ceremony にて) 

Virtual TJCAS 2020 ホームページ 



発表タイトル： 

"Feedback Operation Analysis of Temperature-Insensitive MOS Reference Current Source 

with Self-Bias Circuit" 

Souma Yamamoto, Kuswan Isam Ebisawa, Yudai Abe, Takashi Ida, Yukiko Shibasaki, 

Nobukazu Tsukiji, Anna Kuwana, Haruo Kobayashi, Akira Suzuki, Yukichi Todoroki, 

Toshihiko Kakinoki, Nobuto Ono, Kazuhiro Miura 

 

英語での発表をリアルタイム

で行った。質疑応答も英語で行

われた。１度質問を聞いただけ

では、 私自身が質問の意味を

理解できているか自信が持て

なかった。そのため、こちらか

ら質問者の方に質問の意味を

再確認しながら進めることで、

なんとか答えることができた。 

 

全ての発表者の発表終了後には、 

"How do we motivate own research in the context of COVID-19 pandemic?" 

(COVID-19 パンデミックの中で、自身の研究のモチベーションをどのように高めていくか？) 

というタイトルで、参加者の方々と意見を交換できるセッションが行われた。 

私はそのとき用事があり、時間の都合上参加できなかったのが心残りであった。 

 

 

閉会式では優秀な発表を

行った学生の表彰が行わ

れた。今回、私も賞を頂く

ことができた。英語での

発表が評価されたことは

今後の励みとなった。 

小林研究室からは私を含

めて 2 人の学生が受賞し

た。 

  表彰式 (Closing Ceremony にて) 

自身の発表の様子 



4．謝辞  

今国際会議の発表のためプレゼンテーションスライドの作成、発表練習においてご指導を

頂いた小林春夫先生、普段から学会参加を支援して頂いている桑名杏奈先生、そして今回

Virtual TJCAS 2020 の開催を支えてくださった皆さまに深く感謝を申し上げます。 



ICSICT2020 の発表成果報告書 

感想文 

群馬大学大学院 理工学府 理工学専攻 

電子情報・数理教育プログラム 

令和 2年 11月 12日 

学生： チャンミンチー 

学籍番号： T182D002 

出席会議名称：「15th IEEE International Conference on Solid-State and 

Integrated Circuit Technology (ICSICT2020)」 

会議期間： 2020 年 11 月 3 日 ～ 2020 年 11 月 6 日 (バーチャル会議) 

発表論文： 

①Design Of Sixth-Order Passive Quadrature Signal Generation Network 

Based On Polyphase Filter (Nov.5 11:15) 

②Measurements Of Self-Loop Functions In High-Order Passive And 

Active Low-Pass Filters (Nov.5 14:30) 

③Design Of Lc Harmonic Notch Filter For Ripple Reduction In Step-

Down Dc-Dc Buck Converter (Nov.5 14:45) 

ICSICT-2020 会議は、ソリッドステートおよび集積回路技術の最近の進歩についての

プレゼンテーションとディスカッションのための国際フォーラムを提供することを目

的としたシリーズの 15 回目です。学会名にある通り、回路設計や信号処理や通信シス

テム分野の研究成果を発表し合い、研究をより有意義なものとすることが目的です。 

（http://www.icsict.com/ から引用して和訳） 



会議は 11 月 3 日から 6 日にオンライン仮想会議で開催されました。新型コロナウイ

ルスの影響で、 ビデオ を用いた Web 開催となりました。学会の発表形式として、各

講演では 15 分（質疑応答 12 分）で の発表でした。 

私は Analog Circuit 3 や Analog Circuit 4 というセッションで発表しました。基調講演

や他大学の方の発表を聞くことができ、専門分野についての理解を深めるとともに、

他分野への視野を広げました。留学生にとって、この国際の学会発表経験は一生の宝

です。この会議に参加できたおかげで、一流の研究者との交流ができ、最先端情報が

得られました。半導体回路設計技術の知識が必要だと思います。今後、自分の専門分

野の知識を学んで、理解を深めるとともに、英語と日本語能力を高めていきたいです。 

今回中国学会に参加して様々なことを学び、そして力不足な部分を 感じました。 それ

らを補うために 勉学に励み、研究活動に 勤しんでいきたいです。 

学 会を紹介して頂き、学会準備から普段の研究までご指導頂いている小林春夫先生及

び桑名杏奈先生。そして、研究指導頂いた小堀先生と谷本先生に感謝を申し上げます。 

中国国際会議に参加させていただき、どうもありがとうございました。この国際会議

で得られた知識は本当に役立ちました。 

 



電子回路研究会の発表成果報告書 

感想文 

群馬大学大学院 理工学府 理工学専攻 

電子情報・数理教育プログラム 

令和 2 年 11 月 12 日 

学生： チャンミンチー 

学籍番号： T182D002 

出席会議名称：「電気学会 電子回路研究会」 

会議期間： 2020 年 10 月 8 日 ～ 2020 年 10 月 9 日 (Web 開催) 

発表論文： 

「3 次サレンキーローパスフィルターの自己ループ関数と安定性テストの測定」 

TRAN MINHTRI, 桑名杏奈, 小林春夫 

電子回路研究会は、電気学会・電子回路研究専門委員会が企画している研究会です。 

電子回路の研究成果や最新の技術情報の交換などを 通じて電子回路技術者の交流をは

かる場であり、 数式だけでなくトランジスタなどの回路図が出てくる、 電気学会の会

員でなくても誰でも参加できる、 他に例をみない独特の研究会として、非常に大きな

成果を挙げて参りました。 これもひとえに皆様方のおかげと感謝しております。 

（https://www.ieej-ect.org/ect/index.html より引用） 

学会の発表形式として、各講演では 20 分（質疑応答 5 分）で の発表でした。 

私は電子回路一般 3 というセッションで発表しました。 



 

基調講演や他大学の方の発表を聞くことができ、専門分野についての理解を深めると

ともに、他分野への視野を広げました。留学生にとって、この学会発表経験は一生の

宝です。この会議に参加できたおかげで、一流の研究者との交流ができ、最先端情報

が得られました。半 導体回路設計技術の知識が必要だと思います。 

今後、自分の専門分野の知識を学んで、理解を深めるとともに、日本語能力を高めて

いきたいです。 

学会を紹介して頂き、学会準備から普段の研究までご指導頂いている小林春夫先生及

び桑名杏奈先生。そして、研究指導頂いた小堀先生、谷本先生に感謝を申し上げま

す。 

電子回路研究会に参加させていただき、どうもありがとうございました。この会議で

得られた知識は本当に役立ちました。 

 


